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平成２３年（４月末現在）分 

前橋署管内 労働災害発生状況（累計） 
 

※ 注…休業４日以上の災害(通勤災害分を除く)で、平成２３年４月３０日 

までに当署に提出された労働者死傷病報告を集計（累計）。 

 

 

       

●増加傾向が続いていたが、4

月に入り、やや鈍化。平成 22

年同期(179 件)に比べ 7 件

（人）増の 186 件に。 

●死亡災害は、4 月末時点では

2 件で±0 件であったが、5 月

1 日に 1件発生し、計 3 件（プ

ラス 1 件）に。 

●建設業、製造業等で増加。 

●死亡災害 3件の内訳は、製造業、

畜産業、林業各１件（裏面参照） 

 

 

 

●死亡災害は、５月１０日時

前橋労働基準監督署  前橋市大手町 1-１-３  Tel  027-232-3600  Fax 027-232-3530 

放射能を恐れて、従

業員が出勤を拒んで

いるがどうしたらよ

いか？（ゴルフ場） 

計画停電のため

に休業するが、

賃金の扱いはど

うなるか？ 

会社で一人千円の義

援金を集めることに

なったが、断ったら解

雇された。 

①労使から  

の相談事例 

②災害事例 計画停電中の駐

車場の段差で転

び、足首を怪我し

た。（同様の災害

が数件発生） 
計画停電中の交

差点で衝突し、胸

部を打撲した。

（同様の災害が

数件発生） 

激しく揺れた

ので、机にしが

みついたとこ

ろ、肋骨を骨折

してしまった。 

開けていたド

アが揺れた衝

撃で締まり、指

を挟んだ。 
地震の後片

付け中に、ガ

ラスで指を

切った。 

１５件増 

  ↓ 

7件増 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●本年５月 1 日、渋川市赤城町の民家でケ

ヤキ（直径 78ｃｍ）の伐採作業をしてい

た 58 歳のベテラン作業員が、クレーンの

フックから吊り下げたベルト（ナイロンス

リング：荷を吊るためのもので、幅 5ｃｍ）

に片足を乗せ、安全帯のロープをクレーン

（主巻フック）に回し掛けした後、高さ約

11m まで吊り上げられた状態で、枝にワ

イヤーを掛けようとした際に墜落し、全身

打撲で死亡する災害が発生しました。 

●詳細については現在調査中ですが、クレ

ーンの使用方法（用途外）と、安全帯の使

用方法に問題があったものと考えられま   

す  す。 

↑使用していた安全帯を再現 

 （昭和 5３年製造） 

 

↓伐採しようとしていたケヤキと墜落位置 

本年 4 月 5日、渋川市北橘町の養鶏

場で、糞の清掃作業を行っていた 40

歳の作業員が、作業を終えて戻るため、

床から 1.1m の位置にある回転軸(直

径 2.5cm)の下を潜ろうとした際に背

中から上着が巻き込まれ、死亡する災

害が発生しました。 

 

回転軸は毎分5回転と非常にゆっく

り回転していましたが、上着の一部が

巻き込まれ、首が圧迫され窒息したも

のと思われます。 

ゆっくりでも高速でも、巻き込まれ

たが最後、重篤な事故に繋がりますの

で、作業時の回転停止、覆いの設置等

の巻き込み災害防止対策が必要です。 

被災者の上着を巻き込んだ回転軸（衣服が絡まっている） 

被
災
者
の
上
着
の
一
部 

卵を集めるコンベアー 卵 

足
を
掛
け
て
い
た
ベ
ル
ト

（
全
長
２
メ
ー
ト
ル
）
を
再

現 
↓クレーンの主巻フック 

安全帯のロープをクレーンの主巻フックに

回し掛けした後、ロープ先端のフックを、

本来掛けてはいけない「ベルト通し（プラ

スチック製）」に掛けて使用していたため、

両手を離して安全帯に体を預けた際に、体

重を支えきれずに破断し、墜落したもの。 

安全帯のロープ 

ロープ先端の「フック」  墜落時に破断した「ベルト通し」 

 

点線の部分が破断し、欠けた 

の 

 

安全帯をしていたのに何故墜落したのか 

 

は被災者の進行方向 

 


